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Ⅱ. シッフ塩基配位子 H2La，H2Lb，H2Lc，H2Ld，H2Leは，対応する 2-ヒドロキシベンジルアミ
ン類とアルデヒド類の反応により合成した。これらのシッフ塩基配位子と鉄(Ⅲ)塩，対応する
カウンターカチオンを反応させて次の鉄錯体を合成した。 
テトラ(n-ブチル)アンモニウム塩：(n-C4H9)4N[Fe(L)2] (L = La(1a), Lb(1b), Lc(1c))，テトラフェ
ニルホスホニウム塩：(C6H5)4P[Fe(L)2] (L = La(2a), Lb(2b), Lc(2c), Ld(2d), Le(2e))，テトラエチ
ルアンモニウム塩：(C2H5)4N[Fe(L)2] (L = Le(3e)) 
単離した錯体について赤外吸収スペクトル，固体拡散反射スペクトルを測定し，元素分析を
行った。1a，1b，2a，2d，2eについては磁気モーメントの温度依存性の測定を行った。単結晶
が得られた 2aについて X線結晶構造解析を行い，結晶構造を決定した。 
Ⅲ. 各種の測定から，今回合成した錯体は鉄 1原子に対して脱プロトン化した配位子 2分
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